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いつまで続く物価高騰いつまで続く物価高騰
２月の食品値上げ 1656 品目２月の食品値上げ 1656 品目

　
お
米
も
野
菜
も
驚
く
ほ

ど
の
値
上
が
り
で
、
ガ
ソ

リ
ン
も
大
学
の
学
費
も
上

が
り
、
悲
鳴
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
賃
上
げ

は
物
価
高
騰
に
追
い
つ
か

ず
、
年
金
は
目
減
り
す
る

な
ど
、
暮
ら
し
の
実
情
は

深
刻
で
す
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

調
査（
右
）に
よ
る
と
、
２

月
の
飲
食
料
品
値
上
げ

は
１
６
５
６
品
目
、
１

月
以
降
２
カ
月
連
続
で
前

責
任
あ
る
財
源
示
す

責
任
あ
る
財
源
示
す

消
費
税
５
％　

学
費
半
額　

社
会
保
障
拡
充

本
人
の
意
志
を
実
現
す
る
終
活
支
援

本
人
の
意
志
を
実
現
す
る
終
活
支
援

　
　「
高
槻
市
で
も
実
施
を
」
と
求
め
る

　
　「
高
槻
市
で
も
実
施
を
」
と
求
め
る

高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会

年
同
月
を
上
回
り
、
25
年

通
年
の
値
上
げ
は
累
計
で

８
８
６
７
品
目
、
年
間
の

平
均
値
上
げ
率
は
16
％
に

達
す
る
予
測
で
す
。
値
上

げ
ラ
ッ
シ
ュ
の
中
、
緊
急

の
物
価
高
騰
対
策
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

切
実
な
暮
ら
し
の
不

安
に
応
え
る
に
は
、
大
企

業
奉
仕
、
米
国
い
い
な
り

の
大
軍
拡
か
ら
の
転
換
が

必
要
で
す
。
日
本
共
産
党

は
財
源
も
示
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
５
年
で

１
０
０
兆
円
を
こ
え
る
積

極
財
政
を
提
案
し
て
い
ま

す
。

【
２
月
２
０
日
】

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
携
帯

シ
ョ
ッ
プ
で
の
契
約
ト
ラ

ブ
ル
。
金
銭
管
理
や
郵
便

物
の
管
理
な
ど
で
困
っ
て

い
る
な
ど
、
日
常
的
な
支

援
が
必
要
な
相
談
が
増

え
、
死
後
の
対
応
に
つ
い

て
不
安
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
日
本
共
産
党
高
槻
市
会

議
員
団
は
終
活
支
援
の
実

施
を
求
め
て
い
ま
す
。
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
書

い
た
こ
と
を
実
行
す
る
た

め
に
、
民
間
事
業
者
と
契

約
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

費
用
が
高
く
て
諦
め
る
人

も
多
い
で
す
。
ま
た
、
終

活
支
援
を
実
施
す
る
事
業

者
が
契
約
期
間
の
途
中
で

企
業
の
倒
産
な
ど
の
理
由

で
サ
ー
ビ
ス
を
中
止
さ
れ

て
し
ま
う
懸
念
も
あ
り
ま

す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
を
解
決

す
る
た
め
に
、
神
奈
川
県

横
須
賀
市
や
大
和
市
な

ど
、
い
く
つ
か
の
自
治
体

で
生
前
に
葬
儀
や
納
骨
の

契
約
、
預
金
を
利
用
し
て

葬
儀
を
行
う
終
活
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
枚
方
市
で

は
国
の
モ
デ
ル
事
業
（
生

活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援

事
業
費
等
補
助
金
）
を
活

用
し
て
終
活
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
私
は
「
高

槻
市
で
も
モ
デ
ル
事
業
を

活
用
し
て
実
施
で
き
な
い

の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

高
槻
市
は
「
他
市
の
取
り

組
み
事
例
等
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

日本共産党
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え
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険
料
へ
」

「
払
え
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保
険
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へ
」

公
費
投
入
を

公
費
投
入
を

高
槻
城
下
町
に
あ
っ
た

高
槻
城
下
町
に
あ
っ
た

　
　
　
火
見
櫓
と
町
会
所
を
再
現

　
　
　
火
見
櫓
と
町
会
所
を
再
現

　

高
す
ぎ
る
国
保
料
は

物
価
高
騰
で
苦
し
む
家

庭
に
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
ま
す
。
自
公
政
権
は

２
０
１
８
年
度
に
国
民
健

康
保
険
の
「
都
道
府
県
化
」

を
強
行
し
、
そ
れ
ま
で
は

個
々
の
市
町
村
が
運
営
し

て
い
た
国
保
を
都
道
府
県

と
の
共
同
管
理
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

大
阪
府
の
保
険
給

付
費
（
医
療
費
か
ら
窓

口
負
担
な
ど
を
引
い
た

額
）
を
２
０
２
４
年
度

は
加
入
者
一
人
当
た
り
を

37
万
５
０
８
０
円
と
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
実

際
は
１
万
円
以
上
少
な
い

36
万
４
千
円
程
度
と
な
り

ま
し
た
。
府
は
「
２
０
２
５

年
度
国
保
料
を
抑
制
す
る

た
め
に
、
府
国
保
会
計
剰

余
金
約
１
３
２
億
円
の
半

分
を
取
り
崩
す
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
剰
余
金

は
２
０
２
３
年
度
ま
で
の
も

の
で
、
２
０
２
４
年
度
の
給

付
費
分
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
大
阪
府
は
「
取
り

す
ぎ
分
」
を
す
ぐ
に
加
入

者
に
還
元
す
る
べ
き
で
す
。

高
す
ぎ
る
国
保
料

高
す
ぎ
る
国
保
料

高
槻
城
公
園
の
整
備
内
容

高
槻
城
公
園
の
整
備
内
容

　
さ
ら
に
、
大
阪
府
が
決

め
る
統
一
保
険
料
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
値
上
げ
に

拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

高
槻
市
の
今
年
４
月

か
ら
の
一
人
当
た
り
月
額

保
険
料
は
１
万
４
８
７
７

円
。
前
年
度
よ
り
４
７
８

円
の
減
額
で
す
が
、
府

の
統
一
保
険
料
に
な
る

以
前
の
２
０
１
７
年
と

２
０
２
５
年
度
と
比
べ
る

と
一
人
当
た
り
月
額
保
険

料
は
３
５
０
７
円
の
増
額

で
す
。

　

昨
年
９
月
の
府
議
会

で
、
国
保
料
引
き
下
げ
を

求
め
た
日
本
共
産
党
の
石

川
た
え
府
議
に
対
し
、
吉

村
知
事
は
「
国
保
は
加
入

者
に
よ
っ
て
成
り
立
た
せ

て
い
く
こ
と
が
前
提
」
と

繰
り
返
し
、
負
担
軽
減
に

背
を
向
け
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
高
槻
市
議
会
議

員
団
は
市
独
自
の
低
所
得

者
の
減
免
制
度
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
。
大
阪
府
に
対

し
て
は
、
府
内
統
一
料
金

で
は
な
く
市
町
村
の
減
免

制
度
な
ど
自
主
性
を
尊
重

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。

　
２
０
２
５
年
度
か
ら
高

槻
城
公
園
の
「
北
エ
リ
ア

一
期
（
市
民
会
館
跡
地
地

区
・
大
手
地
区
＝
姉
妹
都

市
交
流
セ
ン
タ
ー
跡
地
）」

に
工
事
着
手
予
定
。「
北
エ

リ
ア
二
期
（
現
在
、
高
槻

警
察
が
あ
る
場
所
）」
は

２
０
２
７
年
度
か
ら
実
施

設
計
の
予
定
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
・
魚
屋
町
な
ど
11

の
町
で
構
成
さ
れ
た
江
戸

時
代
の
城
下
町
は
「
高
槻

十
一
町
」
と
呼
ば
れ
、
中

心
に
は
地
域
の
町
会
所
が

あ
り
、
そ
の
町
会
所
の
屋

根
に
火
見
櫓
（
地
域
の
安

全
を
見
張
り
、
災
害
時
に

は
半
鐘
を
鳴
ら
し
て
住
民

に
危
険
を
知
ら
せ
る
）
が

あ
り
ま
し
た
。
高
槻
市
は

高
槻
城
絵
図
や
１
８
７
４

年
頃
に
撮
影
さ
れ
た
写
真

等
に
基
づ
い
て
、「
城
下

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な

る
火
見
櫓
と
町
会
所
を
再

現
。
ま
た
、
中
庭
に
は
、

憩
い
の
場
と
な
る
（
仮
称
）

ま
ち
や
カ
フ
ェ
を
整
備

し
、
飲
食
店
を
公
募
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
整
備
場

所
は
、
大
手
地
区
＝
姉
妹

都
市
交
流
セ
ン
タ
ー
跡
地

で
す
。


